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対象疾患 肺癌（その他癌腫も可能） 

アセットの概要 １）通常のオルガノイド培養とは異なり、間質細胞も含んだオリジナルの

オルガノイド培養 

２）がん細胞のオルガノイド培養 (CTOS 法) および、当分野で樹立し

た間質細胞培養法を組み合わせた、全く新しい in vitro assay 系 

３）患者固有のがん組織微小環境を模倣することが可能（現状では唯一の

方法） 

 

関連する研究費 

（申請中を含む） 

挑戦的萌芽（採択済み） 

論文、特許、共同研究、

grant 

現在作成中 

 

                        

https://www.ncc.go.jp/jp/epoc/division/pathology/kashiwa/members/020/20170721152026.html


石井 -アセット3;ハイブリッドオルガノイドの作製 （新しいバイオアッセイ系）-

従来のオルガノイドモデル 開発中のハイブリッドオルガノイドモデル

切除検体より
がん細胞のみを採取

切除検体より
がん細胞とCAFsを採取

患者固有のがん組織微小環境を模倣することが in vitroで可能
（現状では唯一の方法）
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